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は じ め に





















が coccoid type に形態変化をおこし，ウレアーゼが作
用せず，偽陰性となる可能性が高いのは周知のとおり




り，除菌判定では2.5～5.0‰は gray zone として判定保
留とするのが一般的である．
　一方，便中抗原検査は，胃から消化管を経由して排
泄される H. pylori 由来抗原を検出する方法であり，
PPI の影響を受けにくい．除菌療法後 4 週間において
感度90％，特異度95％以上との報告が多い．
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　一方，宿主側の要因としては，PPI と AMPC の二剤
併用療法の際は PPI の代謝酵素である CYP2C19の遺
伝子多型の除菌率への影響が指摘されていたが，PPI
































1 ．H. pylori 感染者は非感染者に比べて胃癌を発症
しやすいのか？























2 ．H. pylori 感染による胃癌発症のメカニズムは？





る AID（activation-induced cytidine deaminase）があ
る．AID は通常Ｂ細胞にのみ発現していて免疫グロブ
リン抗体の可変領域において体細胞変異を導入する作
用を有しているが，Matsumoto らは，H. pylori 感染
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図 2 　H. pylori 陽性患者における胃癌発症リスク
No.
除菌群 1,519 1,124 727 264 209 155 130 89
非除菌群 288 194 115 36 26 22 10 6



















図 3 　胃・十二指腸潰瘍患者における H. pylori 除菌成否と胃
癌発症
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できるわけではないので定期的な follow up が必要．
とくに萎縮が進んだ状態で除菌した場合は厳重に長期
にわたって follow up して胃癌の早期発見に努める必
要がある．






























コントロール群 250 250 213 167
237 196 157除菌群　　　　 255
例数




























3 ．胃 MALT リンパ腫
　胃 MALT リンパ腫の概ね80～90% は H. pylori 感染
陽性であり，限局期胃 MALT リンパ腫に対する first 











　一方，除菌療法が無効例や H. pylori 未感染例にお
いては放射線療法の有効性が示されているが，我々は
stage Ⅰ，Ⅱ 1 例22例の検討では完全寛解率100％，寛
解後の長期経過について中央値74ヵ月の観察で，原病
死はなく 5 年全生存率，無再発生存率は，それぞれ91％， 
84％であったと報告した25）．
　高悪性度リンパ腫である，びまん性大細胞型 B 細胞








　以上のように H. pylori 除菌により胃癌を抑制でき
る可能性があり，また，萎縮の進んでいない若年者で
の除菌がより有効である可能性がある．そのために早
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